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調査Ⅰ（実習前） 大変不安がある　　　n＝ 27
少し不安がある　　　n＝111
不安はほとんどない　n＝ 90
不安は全くない　　　n＝ 14
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χ2検定　p＜0.001
16
加賀谷　みえ子
どない」「不安は全くない」と回答した者104名のうち46名（44.2％）の者が実習後の調
査Ⅱでは「今も大変不安がある」「まだ少し不安がある」と回答し意識に変化がみられた。
これらの結果から判断すると，実習前に抱いていた自身の感情やそれまでの知識や技術力
不足からくる不安要因は調理学実習で実体験を繰り返すことによって，さまざまな事柄を
再認識し，自身の未熟さを実感し意識したことで実習前後で不安意識の変容が起こったと
考えられる。
４．ま と め
　調理学実習の今後の授業運営に資する目的で，大学で調理学実習を受講する女子大学１
年生を対象にして調理学実習前後に意識調査を実施し，課題を見出し，女子大学生のもつ
調理実習への不安要因とその背景を探った。
　１）全対象者の家族類型別世代をみると２世代家族が69％を占め，食事づくり担当者
は親が担当する者が実習前は85.9％であり，本人あるいは親子で担当する者は１割未満で
極わずかであった。実習後には親が担当する者が74.0％に減少し，本人と親子が担当する
者が約２割に増加し，調理学実習での様々な体験や料理づくりなどの経験がその後の行動
変容につながった。
　２）実習前の調査から調理学実習への不安感を持つ者が全対象者の６割を占め，入学前
の日常生活における調理経験不足によるところが大きく，実習後には不安感に変化が生
じ，その後の行動変容に繋がった。主な不安を感じる理由では「料理を作ったことがな
い」者が30.5％，調理経験不足23.2％，失敗への不安18.1％，調理技術不足15.2％，チー
ムワークへの不安8.7％などを挙げ，自己に対する不安要因および他者に対する不安要因
を持つためにさまざまな感情を抱いていたことがわかった。調理学実習で繰り返し体験を
積むことは，各自の経験値が上がり，積極的に調理に関わろうとする姿勢が培われ，料理
づくりに取り組もうとする新たな意識変容に繋がることが確認できた。
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